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                       罫諮㌦ノ薦、
14 図的推論 ワークシ ョップ ：認知科学 ・論理学 ・哲学の観点から

Diagrammatic Reasoning Workshop:from the viewpoints of

Cognitive Science, Logic, and philosophy

開催 日 2010年2月24日

企 画 論理・情報班、慶應義塾大学 「論理学とオントロジーオープンリサーチセンター」

講演者 稲岡大志(神戸大学)、 下嶋篤(同 志社大学)、竹村亮・佐藤有理、峯島宏次(論理・情報班)

 2010年2月24日 、三 田 キャ ンパ ス東館 セ ミナー室 におい て、

「図 的推 論 ワー クシ ョソプ 認知科 学 ・論 理学 ・哲学 の観点 か

ら」 とい う表題 の ワー ク シ ョ ノブが、慶應 義塾 大学 「論理学 と

オ ン トロ ジー オー プン リサー チセ ンター」論理 学部 門 と、慶應

義塾大 学 グローバ ルCOEプ ロ クラム 「論理 と感性 の先端 的教

育研 究拠 点」論理 ・情報班 の共催 で 開催 され ま した。

 図的推論 とは、 図形 をは じめ とす るク ラフィ ノク表現 を利 用

しなが ら行 う推論 の こ とをい います。今 回の ワー クシ ョソプで

は、認知利 学、論 理学、哲 学 といった異 な る分 野の研 究者が集

ま り、 それぞれ の観点か ら、 さ らに はそ れ らの複 合的 な観 点 か

らの講演 ・発 表 を行 い ま した。

 ます は じめ に、 数学の哲 学の研 究者 であ る稲 岡大志 氏(神 戸

大 学)が 、「推 論 ・構 成 ・可視 化 数学 の哲 学 の観点 か ら見 た

〈図形 〉 と 〈記号〉 」 とい う表題 で発表 され ま した。ユ ー クリ

ソ ド幾 何学 につい て従来 の ヒルベ ル ト的形 式化 とは異 な り、 図

形 を正 当 な構 文論 的対象 とみな して形式化 を行 う試み につ いて

考察 され ま した。

 次 に、図 的推 論 について の認知科学 研究 の第一 人者で ある下

嶋篤 教授(同 志 社大 学)か 、 「ク ラフ ィ ノク表現 の論理 」 とい

う表題 で特別 講演 をされ ま した。講演 の前半 で は、 ク ラフ ィ ノ

ク表現 の機能 的特 徴 について意 味論 的見地 か らい くつ かの一 般

化 を提供 され ま した。 講i演の後 半で は、 ご自身が行 われて いる

eye-trackerを 使 った 実験 につ い て紹介 し、 グラ フ ィソク表 現

の研 究 にお い て意 味 論的 ア プロー チ と認 知心 理学 的 アプ ロー

チが いか に融 合 しうるか につい て考察 され ました。

 最 後 に、竹村 亮 ・佐藤有 理 ・峯 島宏次(慶應 義塾 大学 論理 ・

情 報 班)が 「Reasonlng with Einer and Venn Diagrams

Theory and Experlment」 とい う表題 で、 図形 推論研 究分 野

に お いて 盛 ん に研 究 さ れて い るEuler図 やVenn図 の論 理 学

的 ・認知科学 的 な性 質につ いての研 究成果 を発表 しま した。

                       (佐藤有 理)

On February 24,2010, a workshop had been going on, which

was organized by Open Research Centre for Logic and

Formal Ontology and CARLS

It had a title"Diagrammatic Reasoning Workshop from the

viewpoints of Cognitive Science, Logic, and Philosophy"

The central themes of the workshop was to acquire a broad

perspective for understanding logical and geometrical rea-

sonnig with diagrams, building on insights from Cognitive

Science, Logic, and Philosophy

Followings are topics ofthe workshop"lnference, Construc-

taon, and Visualization diagrams and symbols from the

viewpoints ofphilosophy ofmathematics"(Hiroyuki Inaoka,

Kobe Umv),"A Logic of Graphical Representarions"(At-

sushl Shlm(刀1ma, Doshlsha Unlv), and``Reasonlng wlth

Euler and Venn Diagrams Theory and Experiment"(Ryo

Takemura, Yurl Sato, and Kql Mlneshlma, Kelo Unlv)
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